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潰瘍性大腸炎術後患者におけるHBOTの有効性
の検討—CONUTスコアを用いた評価—
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【背景と目的】
　潰瘍性大腸炎（ulcerative colitis；UC）を含む炎症性腸
疾患において HBOT の有効性が報告されている。さらに栄
養指標である CONAUT スコアが UC の病勢と相関してい
ると報告されている。
【対象と方法】
　手術した UC 患者 21 例（HBOT 施行群 6 例と非施行群
15 例）が対象。

【結果】
　術前において CONUT スコアは，小野寺の予後栄養指
数（PNI）と逆相関し，血小板数，C 反応性蛋白（CRP）
値，赤血球沈降速度（ESR）と正相関を示した。さらに，
HBOT 群は術後 1 か月時点で非 HBOT 群よりも CONUT
スコアが低く（2.0 vs. 4.4，p＝0.0190）良好な結果であった。
【結論】
　IBD への HBOT 治療および UC 術後患者での CONUT
スコアの有用性が示唆された。
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